
昭
和
三
十
七
年
三
月

昭
和
四
十
一
年
三
月

昭
和
四
十
一
年
四
月

昭
和
四
十
五
年
二
月

昭
和
四
十
五
年
三
月

学
歴 略
歴 貝

・
鍔
炉
《

や
l1

画

巍
錘
〃

身
延
山
高
等
学
校
卒
業

立
正
大
学
仏
教
学
部
宗
学
科
卒
業

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

タ
イ
国
ワ
ッ
ト
パ
ク
ナ
ム
寺
院
へ
南
方
仏
教
を
学
ぶ
た
め
に
留
学

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
文
学
修
士
）

可

氏
名

生
年
月
日

現
住
所

み
や
か
わ
り
ょ
う
と
く

宮
川
了
篤

昭
和
十
八
年
八
月
七
日

千
葉
県
市
原
市
中
野
一
二
三
番
地

(Z)



平
成
七
年
四
月

平
成
十
二
年
四
月

平
成
十
四
年
四
月

平
成
十
五
年
四
月

昭
和
四
十
七
年
十
月

昭
和
四
十
九
年
四
月

昭
和
四
十
九
年
四
月

昭
和
五
十
年
四
月

昭
和
五
十
六
年

平
成
三
年
四
月

平
成
五
年
四
月

昭
和
四
十
六
年
四
月

昭
和
四
十
八
年
三
月

職
歴

『
日
蓮
宗
事
典
』
編
纂
主
任
（
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
ま
で
）

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
研
究
員

日
蓮
宗
現
代
研
究
所
研
究
員
（
平
成
二
年
三
月
ま
で
）

立
正
大
学
仏
教
学
部
講
師
（
平
成
二
年
三
月
ま
で
）

『
日
蓮
宗
事
典
』
出
版
の
功
績
に
よ
り
日
蓮
宗
管
長
賞
授
賞

身
延
山
短
期
大
学
講
師
（
平
成
五
年
三
月
ま
で
）

日
蓮
宗
第
二
期
信
行
道
場
訓
育
主
任

身
延
山
短
期
大
学
助
教
授
（
平
成
七
年
三
月
ま
で
）

日
蓮
宗
第
二
期
信
行
道
場
訓
育
主
任

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
教
授
（
平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で
）

身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
長
（
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
）

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
長
（
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
）

身
延
山
大
学
学
長
（
平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で
）

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
課
程
入
学

立
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

(2）



単
著
『
現
代
祈
祷
の
原
点
』
現
代
宗
教
研
究
所
、
平
成
三
年
三
月

平
成
十
五
年
四
月

平
成
十
五
年
四
月

平
成
十
五
年
四
月

平
成
二
十
二
年

昭
和
四
十
二
年
四
月

昭
和
五
十
年
四
月

昭
和
五
十
年
四
月

昭
和
六
十
二
年
五
月

平
成
四
年
十
月

編
著
書

学
会
・
社
会
に
お
け
る
活
動
等

研
究
業
績

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
会
員

日
本
仏
教
学
会
会
員

立
正
大
学
仏
教
学
会
会
員

遠
寿
院
祈
祷
研
究
会
特
別
会
員

近
代
仏
教
史
研
究
会
会
員

日
蓮
宗
普
通
試
験
検
定
員
長
（
平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で
）

日
本
仏
教
学
会
理
事
（
平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で
）

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理
事
（
平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で
）

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問

身
延
山
大
学
名
誉
教
授

(3）



共
著
『
日
蓮
宗
祈
祷
聖
典
』
鎌
倉
新
書
、
平
成
七
年
二
月

共
編
著
『
日
蓮
宗
荘
厳
全
書
』
四
季
社
、
平
成
十
三
年

共
編
『
日
蓮
宗
実
践
叢
書
』
第
五
巻
・
修
法
（
一
）
、
第
六
巻
・
修
法
（
二
）
、
大
蔵
舎
、
平
成
十
三
年

「
近
世
日
蓮
宗
批
判
史
小
考
ｌ
『
大
聖
日
蓮
深
秘
伝
』
に
つ
い
て
」
、
『
現
代
宗
教
研
究
』
十
一
号
所
収
、
昭
和
五
十
二
年
三
月

「
日
蓮
宗
に
お
け
る
三
十
番
神
信
仰
の
受
容
」
、
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
五
十
二
号
所
収
、
昭
和
六
十
一
年

「
新
居
日
薩
の
生
涯
」
『
日
薩
和
上
百
遠
忌
記
念
集
』
所
収
、
山
喜
房
佛
書
林
、
昭
和
六
十
二
年
八
月

「
江
戸
中
期
に
み
る
日
蓮
宗
と
神
道
者
の
対
論
」
平
成
八
年
十
月
、
日
本
仏
教
学
会
学
術
大
会
口
頭
発
表

「
明
治
期
に
み
る
日
蓮
宗
修
法
の
一
考
察
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
六
巻
二
号
所
収
、
平
成
九
年
三
月

「
『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
」
、
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
『
所
報
』
五
号
所
収
、
平
成
十
三
年
三
月

「
日
蓮
聖
人
に
み
る
虚
空
蔵
菩
薩
求
聞
持
法
の
一
考
察
」
小
松
邦
彰
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
日
蓮
教
学
の
源
流
と
展
開
』
所
収
、
平
成

二
十
一
年

※
他
に
も
、
雑
誌
・
一
般
書
に
記
し
た
も
の
が
多
数
あ
り
。

研
究
論
文
・
発
表
等

(4）


